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秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
南
下

す
る
紅
葉
前
線
は
、
残
暑
の
影

響
で
遅
れ
気
味
で
す
が
、
高
く

澄
ん
だ
空
に
清
々
し
さ
を
覚
え

な
が
ら
、
燃
え
る
よ
う
な
山
々

に
魅
せ
ら
れ
る
季
節
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

秋
の
農
作
業
・
収
穫
祭
等
と
多

忙
の
日
々
を
お
過
し
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
い
よ
い
よ
「
と
ち

ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

５
」
の
開
催
が
秒
読
み
と
な
り
、

出
品
者
・
関
係
者
は
余
念
無
く

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
と
ち
ぎ
全
共
は
、「
ミ
ル
ク

の
国
と
ち
ぎ
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

共
に
、
多
く
の
県
民
が
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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九
八
・
一
％
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
消
費
の
伸
び
も
前
年
比
九
六

％
と
低
迷
、
従
っ
て
加
工
向
け
が
前
年

比
一
〇
一
・
五
％
と
な
り
、
脱
粉
在
庫

の
積
み
増
し
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

余
乳
対
策
と
共
に
、
飲
用
向
け
消
費
拡

大
運
動
と
し
て
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

及
び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
牛
乳
に
相
談
だ
」

・
「
３
―
Ａ
―
Ｄ
ａ
ｙ
」
を
全
国
的
に

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

組
合
事
業
は
、
四
月
二
日
恒
例
行
事

の
ひ
と
つ
「
第
四
回
酪
農
ま
つ
り
」
を

開
催
、
新
年
度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
に
続

き
、
昨
年
新
設
着
工
の
那
須
高
原
支
所

及
び
Ｃ
Ｓ
が
予
定
通
り
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
四
月
に
支
所
、
六
月
か
ら
新

Ｃ
Ｓ
が
稼
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
組
合
の
役
員
改
選
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
月
の
総
代
会
に

お
い
て
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
常
勤
三

名
に
よ
る
執
行
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
は
、
十
万
六
千
百
十
四
ト

ン
（
計
画
比
九
八
・
五
％
、
前
年
比
九

七
・
九
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
を
下
回
っ
た
要
因
は
、
前
年
増
産

に
よ
る
受
胎
の
遅
れ
、
出
荷
戸
数
十
七

戸
の
減
、
成
牛
頭
数
三
一
七
頭
の
減
少
、

初
妊
牛
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る
更
新

の
停
滞
等
に
よ
る
も
の
と
分
析
し
て
お

り
ま
す
。
先
の
飼
養
調
査
を
見
ま
す
と
、

今
後
の
分
娩
が
前
年
を
超
え
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
増
産
に
転
じ

る
も
の
と
予
測
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
乳
販
売
は
、
消
費
が
伸
び
悩
む
中
、

茶
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
系
と
の
競
合
、

低
価
格
競
争
に
遭
い
、
売
上
本
数
七
百

七
十
八
万
本
（
計
画
比
八
五
･
七
％
）

と
苦
戦
し
て
お
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
、

市
場
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今

後
不
需
要
期
を
迎
え
一
層
激
化
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
家
族
・
若
年
層

向
き
に
七
月
よ
り
「
那
須
だ
い
す
き
牛

乳
五
〇
〇
㏄
」
を
新
発
売
し
、
拡
販
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

購
買
事
業
は
、
新
年
度
よ
り
各
支
所

に
推
進
担
当
者
を
配
置
し
て
、
飼
料
の

適
正
給
与
・
生
産
資
材
の
情
報
提
供
等

を
行
い
な
が
ら
組
合
利
用
を
進
め
た
結

果
、
濃
厚
飼
料
四
万
九
千
ト
ン
、（
計
画

比
一
〇
〇
･
四
％
）、粗
飼
料
二
万
八
千

二
百
ト
ン
（
計
画
比
一
〇
一
％
）
の
実

績
で
し
た
。
な
お
、
十
月
よ
り
乳
配
価

格
が
ト
ン
当
た
り
八
百
円
、
育
成
配
千

円
の
値
下
げ
、
哺
育
飼
料
五
千
円
値
上

げ
と
な
り
ま
す
。

　

指
導
事
業
は
、
安
全
・
安
心
な
良
質

乳
生
産
を
め
ざ
し
、
生
産
現
場
の
環
境

　

早
く
も
、
組
合
事
業
は
上
半
期
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
事
業
の
進

捗
概
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
心
配
し
た
台
風
被
害
も
な

く
好
天
に
恵
ま
れ
、
米
・
果
樹
・
飼
料

作
物
等
と
も
豊
作
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
価
の
低
迷
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業

交
渉
等
の
課
題
を
考
え
る
と
、
豊
作
感

も
薄
ら
ぐ
農
業
情
勢
で
す
。

　

最
近
の
酪
農
事
情
は
、
依
然
止
ま
ら

ぬ
出
荷
戸
数
・
飼
養
頭
数
の
減
少
、
搾

乳
素
牛
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
生
乳
生

産
の
減
少
傾
向
が
続
き
、
四
〜
九
月
の

全
国
で
は
前
年
比
九
九
･
三
％
、
関
東
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高
原
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Ｃ
Ｓ
新
設
稼
動
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整
備
・
美
化
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、

搾
乳
素
牛
の
確
保
を
図
る
た
め
、
自
家

育
成
・
預
託
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

組
織
活
動
は
、
支
所
活
動
推
進
協
議

会
活
動
を
中
心
に
、
地
域
酪
農
組
合
･

青
年
部
・
女
性
会
組
織
の
支
援
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

外
国
人
研
修
生
受
入
れ
事
業
は
、
昨

年
に
続
き
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
組
合
員

九
戸
よ
り
十
名
の
希
望
が
あ
り
、
五
月

に
受
入
れ
ま
し
た
。

　

指
導
診
療
は
、
四
月
よ
り
従
来
の
臨

床
か
ら
乳
房
炎
防
除
・
繁
殖
検
診
等
の

予
防
診
療
に
徹
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

牧
場
事
業
は
、
健
康
な
後
継
牛
づ
く

り
を
目
指
し
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
を
起
点

に
小
林
放
牧
場
・
県
有
土
上
平
牧
場
を

並
行
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
運

営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
合
理
化
事
業
は
、
那
須
高
原
支

所
・
Ｃ
Ｓ
新
設
に
よ
り
、
旧
西
那
須
野

Ｃ
Ｓ
を
閉
所
し
ま
し
た
。
県
南
支
所
の

新
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
日
建
設
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
同

委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
基
本

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

資
本
造
成
第
三
年
度
に
お
け
る
増
資

額
は
、
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り

七
千
二
百
八
万
円
と
な
り
、
累
計
で
は

四
億
四
千
七
百
万
円
が
造
成
さ
れ
ま
し

た
。

最新の施設が完備された高原ＣＳ
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ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
出

品
牛
が
出
揃
い
、
い
よ
い
よ
「
と
ち
ぎ

フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
が
目

前
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は

全
国
各
地
の
代
表
牛
三
百
頭
、
ジ
ャ
ー

ジ
ー
六
十
頭
が
出
品
し
ま
す
。
出
場
牛

の
会
場
搬
入
は
十
月
二
十
八
日
よ
り
開

始
さ
れ
、
十
一
月
二
日
に
は
前
夜
祭
が

行
わ
れ
、
三
日
よ
り
い
よ
い
よ
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

注
目
さ
れ
る
共
進
会
は
十
一
月
四
日
、

五
日
が
審
査
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高

円
宮
妃
殿
下
の
ご
台
覧
、
千
人
規
模
の

バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
高
校
生
対
象
の
牛
の
見
方
と

序
列
づ
け
勉
強
会
な
ど
も
予
定
し
て
お

り
、
多
く
の
参
観
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
是
非
会
場

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
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（ジャージー種第１部～第４部）
所　　属出　品　牛　名　号出品者名市町村出品部別

栃　酪イマイファーム サンダー ブライドン ET今井　　武那須塩原市1

酪農とちぎオカダフアーム プリテイ ぺヨンジユン岡田　純行芳 賀 町2

酪農とちぎオカ エッチ カウンシラー レスター臼井　　勉那須塩原市3

酪農とちぎブレイメア ジユード エース斉藤　　章那 須 町4

第12回全日本ホルスタイン共進会及び第４回全日本ジャージー共進会栃木大会 栃木県代表牛
（ホルスタイン種第１部～第12部）

所　　属出　品　牛　名　号出品者名市 町 村出品部別

酪農とちぎグリーンスター コラ ダーハム臼井　　勉那須塩原市

1 栃　酪プラントツリー ＡＪ インテ ダーハム植木　　靖今 市 市

酪農とちぎコバリ エミリア エレガンス ＥＴ小針　　勤那須塩原市

酪農とちぎマウンテンジヤム ラストワン エアロ インテグリテイー小松　俊介那 須 町

2 酪農とちぎキクイチ マダム キット ロイ山本　　修矢 板 市

栃　酪テーブルランド ロイ フューリー菊地　次男那須塩原市

栃　酪プラントツリー ＡＢ ダーハム栃木県立鹿沼農業高等学校鹿 沼 市
3

酪農とちぎキクイチ マダム ジヤベラー ランド菊池　善也那須烏山市

酪農とちぎリージエント ドラマチツク チヤンピオン和田　　泰那須塩原市

4 酪農とちぎタクヨウ エランド チヤンピオン栃木県立那須拓陽高等学校那須塩原市

栃　酪レインボーファーム プログレス マック ダイナ大沼　辰徳那須塩原市

酪農とちぎスノーライト スウイート クルーズ和泉　正行那須塩原市
5

酪農とちぎウイング マドキヤツプ チヤンピー ホープ羽石　智昭茂 木 町

酪農とちぎタクヨウ ベリン インテグ チヤンピオン栃木県立那須拓陽高等学校那須塩原市

6 栃　酪ＬＷＬＦ プリンセス アディー チャン永森　洋一那須塩原市

栃　酪プラントツリー ＡＢＥ アウトサイド植木　　靖今 市 市

酪農とちぎコージー ロング ロイアーロン大滝　信夫市 貝 町

7 酪農とちぎフリーフライト ミツクス クストー石川　正勝那 須 町

酪農とちぎクイーン メープル テツシー ジエツド ＥＴ人見　次男那須塩原市

酪農とちぎグリーン エバー ウオーク ジヤーナリスト人見二三夫那須塩原市

8
酪農とちぎリバーフアーム エステイメイト ダーハム クツキー川田　佳男宇 都 宮 市

栃　酪スノーライト Ｒ アイーン ＥＴ眞嶋　大輔那須塩原市

酪農とちぎケーアイレデイ ホームステツド ダーハム ナイト今　　耕一那 須 町

酪農とちぎビツクマウンテイン ゴールド ダーハム中山　智之那須烏山市

9 北那須ウエルシー ディーン ルーベンス ＥＴウエルシーファーム那 須 町

酪農とちぎシンフオニア ベツスバーク アンコール物井　昭夫さ く ら 市

酪農とちぎコマバフアーム ハイポイント インテグリテイ駒場　　久宇 都 宮 市

10 酪農とちぎスマ エコーホルム アイガー清水　時雄那 須 町

酪農とちぎコバリ クロシルド ダーハム レイナ小針　　勤那須塩原市

栃　酪LWL ヒンペル ランツ永森　洋一那須塩原市

11 酪農とちぎエスペランサ レブロン レイジー フアースト ダーハム ＥＴ中山　真介那須烏山市

酪農とちぎリージエント リーダー キム和田　　泰那須塩原市

酪農とちぎ192 タカノハシ ミツクス アストロ鷹箸　　稔今 市 市
12

酪農とちぎナス プレリー ブラツク ジユラー佐久間隼人那 須 町

と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ����

出
品
牛
出
揃
う
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九
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調

査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

出
荷
者
は
六
八
六
戸
、
期
間
中
の
酪

農
中
止
者
は
一
九
戸
あ
り
ま
し
た
が
、

再
出
荷
者
が
二
戸
あ
り
、
実
質
の
減
少

は
十
七
戸
（
二
・
四
％
）
で
し
た
。

　

総
飼
養
頭
数
は
、
三
八
、
九
一
八
頭

と
前
年
よ
り
一
三
八
頭
（
〇
・
四
％
）

増
加
、
一
戸
当
り
五
六
・
七
頭
（
一
・

六
頭
増
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
を
見
ま
す
と
、
成
牛
（
経
産
牛

と
初
妊
牛
）
は
二
九
、
九
一
三
頭
と
三

一
七
頭
の
減
少
、
育
成
牛
は
九
、
〇
〇

五
頭
と
四
五
五
頭
増
加
し
て
お
り
、
育

成
牛
の
保
有
率
は
三
〇
・
一
％
で
前
年

に
比
べ
る
と
一
・
八
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

成
牛
頭
数
が
減
少
し
た
要
因
に
は
、

酪
農
中
止
者
に
よ
る
三
〇
四
頭
減
が
主

た
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

を
階
層
区
分
で
比
較
す
る
と
、
一
戸
当

た
り
一
頭
か
ら
五
頭
減
っ
た
出
荷
者
が

二
六
五
戸
（
三
七
％
余
）
お
り
、
こ
の

階
層
で
七
〇
五
頭
減
っ
て
い
ま
す
。
反

対
に
一
頭
か
ら
五
頭
増
え
た
出
荷
者
は

二
〇
一
戸
（
二
八
％
余
）、
こ
の
階
層
で

四
八
九
頭
の
増
加
に
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
階
層
を
比
較
す
る
と
二
一
六
頭

の
減
少
と
な
り
ま
す
。
公
社
営
事
業
等

で
規
模
拡
大
が
進
む
反
面
、
酪
農
中
止

者
や
初
妊
牛
高
騰
に
よ
り
乳
牛
の
更
新

が
出
来
ず
、
ま
た
後
継
牛
が
少
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
も
頭
数
減
少
の
要
因
と
推

察
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
三
月
か
ら
八
月
ま
で
の

分
娩
実
績
か
ら
、
分
娩
頭
数
は
一
一
、

七
二
四
頭
で
内
乳
牛
の
雌
は
三
、
一
〇

〇
頭
（
二
六
・
四
％
）
で
し
た
。
ま
た

九
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
分
娩
予
定

頭
数
は
一
二
、
二
八
六
頭
と
前
年
よ
り

五
十
四
頭
増
加
見
込
み
で
す
。
こ
の
う

ち
胎
内
ホ
ル
ス
が
七
、
六
九
四
頭
お
り
、

仮
に
五
〇
％
に
雌
が
生
ま
れ
れ
ば
、
育

成
牛
の
増
加
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。
初
妊
牛
の
高
値
は
今
後
も
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
公
共
牧
場
、
預
託
事
業
等
を
活
用

し
後
継
牛
確
保
、
育
成
に
努
め
て
下
さ

い
。

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

乳牛飼養動態調査表
平成17年９月１日現在　

月　別　分　娩　頭　数１戸
平均
飼養
頭数

飼　　　養　　　頭　　　数
出荷
者数

調 査
年 月支所別

合計２月１月12月11月10月９月合計
外部
預託
牛　

育成牛
未種付
牛　　

成　　　　　牛

小計初妊乾乳搾乳

7,2501,0931,2581,2531,1651,2401,24156.022,9761,1044,32517,5472,1622,12413,261410H17. 9
那　　須
高　　原
支　　所

100.0%15.1%17.4%17.3%16.1%17.1%17.1%100.0%4.8%18.8%76.4%9.4%9.2%57.7%（構成比）
7,2771,1381,2771,2801,2481,1621,17255.523,1541,1794,24317,7322,0922,10013,540417H16. 9
100.0%15.6%17.5%17.6%17.1%16.0%16.1%100.0%5.1%18.3%76.6%9.0%9.1%58.5%（構成比）

-27-45-19-27-8378690.5-178-7582-1857024-279-7増　減
2,13332333136035335141552.46,7562941,3305,1327626283,742129H17. 9

宇 都 宮
支　　所

100.0%15.1%15.5%16.9%16.5%16.5%19.5%100.0%4.4%19.7%76.0%11.3%9.3%55.4%（構成比）
2,15632337739136834335452.36,9013671,3655,1697226163,831132H16. 9
100.0%15.0%17.5%18.1%17.1%15.9%16.4%100.0%5.3%19.8%74.9%10.5%8.9%55.5%（構成比）

-230-46-31-158610.1-145-73-35-374012-89-3増　減
2,90343147946446754751562.59,1863501,6027,2346239035,708147H17. 9

栃　　木
県　　南
支　　所

100.0%14.8%16.5%16.0%16.1%18.8%17.7%100.0%3.8%17.4%78.8%6.8%9.8%62.1%（構成比）
2,79938246448444451151456.78,7253491,0477,3296247825,923154H16. 9
100.0%13.6%16.6%17.3%15.9%18.3%18.4%100.0%4.0%12.0%84.0%7.2%9.0%67.9%（構成比）

1044915-20233615.84611555-95-1121-215-7増　減
12,2861,8472,0682,0771,9852,1382,17156.738,9181,7487,25729,9133,5473,65522,711686H17. 9

小　　計
100.0%15.0%16.8%16.9%16.2%17.4%17.7%100.0%4.5%18.6%76.9%9.1%9.4%58.4%（構成比）
12,2321,8432,1182,1552,0602,0162,04055.238,7801,8956,65530,2303,4383,49823,294703H16. 9
100.0%15.1%17.3%17.6%16.8%16.5%16.7%100.0%4.9%17.2%78.0%8.9%9.0%60.1%（構成比）

544-50-78-751221311.6138-147602-317109157-583-17増　減
6310691891135.021031461331641766H17. 9

団　　体
公共機関

100.0%15.9%9.5%14.3%28.6%14.3%17.5%100.0%14.8%21.9%63.3%7.6%19.5%36.2%（構成比）
2432274625.012503194818685H16. 9

100.0%12.5%8.3%8.3%29.2%16.7%25.0%100.0%0.0%24.8%75.2%6.4%14.4%54.4%（構成比）
39747115510.08531153982381増　減

12,3491,8572,0742,0862,0032,1472,18256.539,1281,7797,30330,0463,5633,69622,787692H17. 9

合　　計
100.0%15.0%16.8%16.9%16.2%17.4%17.7%100.0%4.5%18.7%76.8%9.1%9.4%58.2%（構成比）
12,2561,8462,1202,1572,0672,0202,04655.038,9051,8956,68630,3243,4463,51623,362708H16. 9
100.0%15.1%17.3%17.6%16.9%16.5%16.7%100.0%4.9%17.2%77.9%8.9%9.0%60.0%（構成比）

9311-46-71-641271361.6223-116617-278117180-575-16増　減
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那
須
高
原
支
所

小
針
牧
場
視
察

　

去
る
九
月
五
日
、
女
性
会
那
須
支
部

役
員
は
地
元
に
あ
る
青
木
の
小
針
秀
夫

牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
小
針
さ
ん
は

雨
の
降
る
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
視

察
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
針
牧
場
は
組
合
の
乳
質
表
彰
を
三

年
連
続
受
賞
さ
れ
、
後
継
者
も
就
農
し
、

哺
育
舎
と
堆
肥
舎
も
新
築
さ
れ
、
充
実

し
た
経
営
基
盤
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
針
家
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
毎
日
忙
し
く

て
子
供
達
と
の
交
流
が
無
く
な
る
事
の

無
い
様
な
仕
事
を
し
よ
う
。」と
の
事
で
、

定
休
型
ヘ
ル
パ
ー
利
用
で
毎
月
三
回
は

利
用
し
、
楽
農
に
す
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
視
察
参
加
者
は
、
哺
育
舎
を

見
学
し
た
と
き
に
敷
料
に
興
味
を
も
た

れ
、
仕
入
先
や
値
段
に
つ
い
て
聞
い
て

い
ま
し
た
。
約
二
時
間
の
視
察
で
し
た

が
、
参
加
者
一
同
大
変
意
義
の
あ
る
研

修
会
で
し
た
。 

　

宇
都
宮
支
所

支
所
活
動
推
進
協
議
会
、
三
地
域

酪
農
組
合
「
牛
舎
並
び
に
周
辺
環

境
整
備
事
業
」
実
施

　

支
所
協
議
会
並
び
に
地
域
酪
農
組
合

事
業
の
一
環
と
し
て
、
牛
舎
環
境
整
備

事
業
（
巡
回
審
査
）
を
地
域
役
員
、
青

年
部
役
員
と
、
那
須
南
地
域
に
お
い
て

は
、
環
境
美
化
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
女
性
会
役
員
も
審
査
員
と
な
り
、

三
日
間
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
農
家
と
も
常
日
頃
、
牛
舎
並
び
に

そ
の
周
辺
の
環
境
美
化
に
努
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
衛

生
管
理
に
関
す
る
記
録
記
帳
や
消
毒
槽

を
設
置
し
て
い
る
農
家
が
、
昨
年
に
比

べ
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
状
況
で
し

た
。

　

今
後
も
、訪
問
者
に
胸
の
張
れ
る「
見

せ
る
酪
農
」
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

栃
木
県
南
支
所
堆
肥
共
励
会
開
催

　

栃
木
県
南
支
所
活
動
推
進
協
議
会
主

催
に
よ
る
第
二
回
堆
肥
共
励
会
現
物
審

査
会
並
び
に
講
演
会
・
表
彰
式
が
、
十

月
十
一
日
に
上
三
川
町
「
多
功
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」
に
て
出
品
者
・

関
係
者
等
二
十
九
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
励
会
は
、
家
畜
排
泄
物
の
管

理
の
適
正
化
及
び
資
源
の
有
効
活
用
の

観
点
か
ら
、
酪
農
家
の
堆
肥
に
関
す
る

意
識
を
高
め
、
良
質
堆
肥
の
生
産
を
促

進
、
及
び
堆
肥
の
利
用
・
普
及
に
努
め
、

酪
農
経
営
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
で
、
今
回
は
二
十
検
体
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
物
審
査
（
官
能
評
価
）
は
審
査
委

員
長
の
農
業
試
験
場
環
境
技
術
部
長
伊

藤
良
治
氏
を
始
め
、
畜
産
試
験
場
・
農

業
環
境
指
導
セ
ン
タ
ー
・
畜
産
協
会
等

の
方
々
に
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
化
学
分
析
は
雪
印
種
苗
㈱
の
協
力

得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
秀
賞

　

大
島　
　

浩
氏
（
芳
賀
町
）

　

海
老
原
哲
夫
氏
（
南
河
内
町
）

　

井
上　

了
一
氏
（
壬
生
町
）

　

市
川　

則
之
氏
（
二
宮
町
）

　

岡
田　

純
治
氏
（
芳
賀
町
）

　

入
賞
さ
れ
た
方
々
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
共
、
良

質
堆
肥
の
生

産
と
利
用
の

普
及
に
取
り

組
ん
で
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
茂
木
町
「
美
土
里
館
」

館
長
、
矢
野
健
司
氏
を
招
き
「
人
と
自

然
に
や
さ
し
い
農
業
を
目
指
し
て
」
と

題
し
、
有
機
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

美
土
里
館
の
立
ち
上
げ
、
地
域
資
源
を

利
用
し
た
使
い
易
い
堆
肥
作
り
。
ま
た
、

美
土
里
堆
肥
農
産
物
と
し
て
町
が
認
定

し
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
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る
よ
う
で
す
。
四
〜
九
月
の
累
計
で
は
、

北
海
道
一
〇
〇
･
一
％
、
関
東
九
八
・

一
％
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
生
乳
需
要
は
需
要
が
高
ま
る

夏
場
の
な
か
、
は
っ
酵
乳
向
け
一
〇
三

・
八
％
、
特
定
乳
製
品
向
け
一
〇
五
･

四
％
と
堅
調
な
伸
び
に
な
り
ま
し
た
が
、

飲
用
牛
乳
向
け
は
前
年
比
九
七
・
三
％

と
依
然
低
迷
が
続
き
、
需
要
が
最
も
多

い
と
言
わ
れ
る
九
月
の
関
東
に
お
け
る

加
工
向
け
は
二
・
二
％
と
な
り
、
脱
粉

在
庫
の
積
み
増
し
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
の
乳
質
成
績
は
、
脂
肪

率
三
・
八
五
％
、
無
脂
乳
固
形
分
率
八

・
七
二
％
、
体
細
胞
数
二
五
・
四
万
と

残
暑
厳
し
か
っ
た
環
境
で
し
た
が
向
上

し
て
お
り
ま
す
。

　

九
月
ま
で
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
課

　

生
乳
生
産
回
復
の
兆
し

　

九
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
一
六
、

八
七
九
ト
ン
（
前
年
比
九
九
・
四
％
、

計
画
比
九
九
・
九
％
）
と
、
低
迷
が
続

い
た
生
産
量
が
回
復
し
、
増
産
の
兆
し

が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
生
産
は
、
昨
年
は
猛
暑
に
か

か
わ
ら
ず
、
順
調
に
生
産
さ
れ
た
こ
と

か
ら
受
胎
の
遅
れ
、
今
年
の
分
娩
ピ
ー

ク
の
遅
延
等
か
ら
伸
び
悩
み
状
況
に
あ

り
ま
し
た
が
、
九
月
後
半
よ
り
増
産
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

支
所
別
に
み
ま
す
と
、
高
原
支
所
に

お
い
て
は
前
年
比
九
九
・
七
％
、
宇
都

宮
支
所
九
九
･
二
％
、
県
南
支
所
九
八

・
八
％
と
各
々
前
月
を
上
回
る
実
績
で

し
た
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
動
向
は
、
九
月
度

北
海
道
が
前
年
比
一
〇
二
・
六
％
、
関

東
九
八
・
九
％
、
全
国
平
均
一
〇
一
・

一
％
と
全
国
的
に
も
回
復
の
傾
向
に
あ

�
�
�
���

�� �����

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

～350
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

361301879131104784859月 9日十　　勝

127585661584712619月14日釧　　路

76236135734084965689月15日根　　室

8381691071974583489月16日豊　　富

12591201123894573509月21日北　　見

3399155852494774059月26日十　　勝

177637851534167514762,417合　　計

133586653316113174831,818前　　月

208544885492170444782,343前年同月

９月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成17年９月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３１,２９７１１０６６,１５０－２０２ホルス雄
二
十
五
日

西
那
須
野

１６１,９１６８６,１００２１８,１５０－１０７Ｆ１雄

９８,５６０５６,７００１３５,４５０－９０Ｆ１雌

４３,８３３３８,０００５１,０００７２６ホルス雄
二
十
七
日

館　

林
１７８,０００１５２,０００２０１,０００７４７Ｆ１雄

１２５,８８９１００,０００１４３,０００７３９Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績
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酪
農
部

第
十
二
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
・
第
四
回
全
日
本
ジ
ャ
ー

ジ
ー
共
進
会
栃
木
大
会
栃
木
県
出

品
牛
最
終
選
抜
会
開
催

　

去
る
九

月
二
十
一

日
（
水
）、

全
農
栃
木

本
部
矢
板

家
畜
市
場
に
お
い
て
、
選
抜
審
査
員
に

カ
ナ
ダ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
オ
ン
タ
リ

オ
支
部
理
事　

ケ
ネ
ス
エ
ン
ピ
ー
氏
を

招
聘
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
県
内
各
地
か

ら
一
六
〇
頭
が
集
ま
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
第
一
部
か
ら
十
二
部
と
ジ
ャ
ー
ジ

ー
種
第
一

部
か
ら
四

部
に
分
か

れ
て
出
品

さ
れ
ま
し

た
。

　

組
合
か

ら
は
ホ
ル

ス
タ
イ
ン

種
審
査
に

七
六
頭
、

ジ
ャ
ー
ジ

ー
種
審
査

に
五
頭
が

出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
結
果
、
選
抜
代
表
牛
と

し
て
、ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
三
四
頭
、ジ
ャ

ー
ジ
ー
種
四
頭
が
決
定
し
、
こ
の
中
に

当
組
合
員
か
ら
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
に
二

四
名
、
二
五
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
に
三

名
、
三
頭
の
本
大
会
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
県
出
品
者
結
団
式
が
今
月

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

三
日
、
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ

タ
ヤ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
乳
牛
の
国
内

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
わ
れ
る
「
と
ち

ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
で

一
致
団
結
し
て
「
頑
張
ろ
う
」
と
活
躍

を
誓
い
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

　

全
国
有
数
の
酪
農
生
産
県
の
P
R
と

関
係
者
各
位
の
協
力
を
得
て
名
声
を
全

国
に
広
め
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
。

とちぎファームフェスタ2005日程
行　　　　　　　事時　　　間月　　日

出品牛搬入(10/28～)     ～12:0011月2日(水) 測定審査(11/ 1～)、写真撮影(10/31～) 9:00～16:00
オープニングセレモニー 9:00～     

11月3日(木) 開会式10:00～11:30
高校生対象の講習会14:30～16:30
ホルスタイン比較審査(第１部～第４部) 9:30～12:10

11月4日(金) パノラマビジョンによる出品高校の紹介12:10～13:00
ホルスタイン比較審査(第５部～第９部)13:00～16:20
ジャージー比較審査(第1部～第4部) 9:30～11:30

11月5日(土)
ジャージー最高位・名誉賞決定審査11:30～11:50
後代検定牛展示パレードと解説11:50～12:50
ホルスタイン比較審査(第10部～第12部)13:10～15:10
ホルスタイン最高位・名誉賞決定審査15:10～15:50
各部優等賞牛のパレード10:30～10:5011月6日(日) 閉会式・褒章授与式11:00～11:50

ケネスエンピー氏ホルスタイン選抜会

ジャージー選抜会
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か
で
も
「
東
洋
の
魔
女
」
と
称
さ
れ
た

女
子
バ
レ
ー
優
勝
は
、
国
民
に
感
動
と

活
力
を
与
え
、
高
度
経
済
成
長
期
の
幕

開
け
当
時
を
懐
古
す
る
。

　

北
京
五
輪
を
目
前
に
、
今
、
中
国
経

済
は
飛
躍
的
な
発
展
を
成
し
て
い
る
。

北
京
の
次
は
ロ
ン
ド
ン
に
決
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
次
の
開
催
招
致
に
東
京
都

・
福
岡
県
が
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
る
こ

と
は
朗
報
と
言
え
よ
う
。

�� ��
　

�� ��
　

�� ��

　

最
近
、
耳
に
す
る
言
葉
に
「
ニ
ー
ト
」

が
あ
る
。
ニ
ー
ト
と
は
、
学
校
に
も
行

か
ず
、
仕
事
も
せ
ず
、
職
業
訓
練
も
受

け
て
い
な
い
十
五
歳
か
ら
三
十
四
歳
ま

で
の
若
者
を
指
す
よ
う
だ
が
、
昨
年
度

は
全
国
で
約
六
十
四
万
人
、
本
県
に
も

一
万
二
千
人
い
る
と
言
う
。
毎
日
自
由

奔
放
、
優
雅
な
生
活
と
思
う
が
、
と
ん

で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ニ
ー
ト
族
が
増
加
す
れ
ば
、
生
産
・

消
費
力
が
低
下
し
、
未
婚
・
少
子
化
、

更
に
は
年
金
・
納
税
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
。
国
も
重
要
な
問
題
と
し
て
、
若
者

の
自
立
支
援
対
策
を
地
方
自
治
体
に
委

ね
て
い
る
が
、
本
県
で
も
国
の
指
定
を

受
け
、「
職
業
訓
練
バ
ウ
チ
ャ
ー
モ
デ
ル

事
業
」
を
、ま
た
先
頃
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

市
貝
町
に
「
若
者
自
立
塾
栃
木
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
若
者
よ
、
早
く
目
覚

め
自
立
心
の
高
揚
に
努
め
よ
。

�� ��
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「
と
ち
ぎ
全
共
」
が
い
よ
い
よ
開
幕

す
る
。
十
一
月
三
〜
六
日
間
、
壬
生
町

羽
生
田
の
県
有
地
に
全
国
各
地
か
ら
乳

牛
三
〇
〇
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
六
〇
頭

が
集
合
し
、
日
頃
の
資
質
改
良
成
果
を

競
う
。
今
回
は
、
共
進
会
の
み
で
な
く
、

本
県
の
酪
農
・
産
業
を
紹
介
す
る
と
共

に
、
多
く
の
県
民
が
参
加
で
き
る
よ
う

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
も
最
後
の
準
備
に
追

わ
れ
て
い
る
が
、
五
年
に
一
度
の
乳
牛

の
祭
典
、
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。
な

お
、
会
期
中
は
、
道
路
が
混
雑
し
ま
す

の
で
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。　
　

（
Ｙ
）

　

改
革
・
刺
客
・
新
党
等
話
題
を
呼
ん

だ
衆
院
選
も
、
与
党
の
圧
勝
で
終
わ
っ

た
。
各
党
の
公
約
Ｐ
Ｒ
に
熾
烈
な
舌
戦

も
、
有
権
者
は
単
純
明
快
な
公
約
を
選

択
し
、
改
革
推
進
を
託
し
た
。
し
か
し
、

大
勝
に
お
ご
る
時
間
は
な
い
。
経
済
・

福
祉
・
外
交
問
題
等
を
抱
え
早
急
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
約
実

現
と
景
気
浮
揚
対
策
に
期
待
し
た
い
。
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十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
記
念
し
て
制
定
さ

れ
た
祝
日
だ
が
、
各
地
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
た
。
普
段
、
時
間
に
追

わ
れ
疎
遠
が
ち
な
地
域
の
人
達
と
共
に

汗
を
流
し
、
親
睦
を
深
め
る
の
も
大
切

な
社
交
の
ひ
と
つ
。

　

昭
和
三
十
九
年
の
東
京
五
輪
で
は
、

お
家
芸
の
体
操
・
柔
道
等
が
活
躍
、
な

�
�
�
�

総
代
百
九
十
名
が
決
定

　

総
代
選
挙
規
程
に
基
き
、
選
挙
に
よ

る
総
代
選
出
を
行
う
手
順
で
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
地
域
酪
農
組
合
よ
り

の
推
薦
者
以
外
の
立
候
補
者
が
な
く
、

無
投
票
当
選
が
確
定
致
し
ま
し
た
の
で
、

別
表
（
総
代
名
簿
）
の
通
り
ご
報
告
致

し
ま
す
。

九
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

九
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

と
ち
ぎ
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
５
に
つ
い
て

　

�四
 
　

乳
牛
動
態
調
査
に
つ
い
て

　

�五
 
　

専
門
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

八
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

総
代
選
挙
に
伴
う
担
当
者
等
選

任
に
つ
い
て

　

�三
 
　

ふ
れ
あ
い
牧
場
の
休
憩
直
売
所

の
利
用
変
更
に
つ
い
て

　

�四
 
　

県
有
牧
場
の
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
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デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
普
及
は
凄
ま
じ

く
、携
帯
、ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
含
め
た
ら

一
家
に
一
台
ど
こ
ろ
か
一
人
一
台
の
時

代
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
通
常
の
デ
ジ
カ
メ

を
購
入
す
る
場
合
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
注

目
す
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
画
素
数
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど

デ
ー
タ
量
が
増
加
し
、
綺
麗
な
画
像
が

得
ら
れ
ま
す
。目
安
と
し
て
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
用
、
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
る

も
の
な
ら
数
十
万
画
素
、Ｌ
版
印
刷
、年

賀
状
な
ら
二
百
万
程
度
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

な
ら
三
百
万
以
上
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ

う
か
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
な

ら
軽
く
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
形
状
。
ど
ん
な
に
高
性
能
で
も
持

ち
歩
か
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
撮
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

大
き
さ
、重
さ
、厚
さ
な
ど
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ズ
ー
ム
も
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
デ
ジ
カ
メ
に
は
光
学
ズ
ー

ム
と
デ
ジ
タ
ル
ズ
ー
ム
が
あ
り
、
大
雑

把
に
説
明
し
ま
す
と
前
者
は
従
来
の
ズ

ー
ム
、
後
者
は
画
像
を
拡
大
し
て
い
る

だ
け
で
す
。
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
種
類
も

多
種
多
様
と
な
り
ま
し
た
。
携
帯
の
メ

デ
ィ
ア
と
共
通
に
し
て
お
け
ば
い
ざ
と

い
う
と
き
に
便
利
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
と
は
値
段
、
電
源
、
液
晶
画
面
の
大

き
さ
な
ど
を
押
さ
え
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

駆
け
足
の
説
明
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
考
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？


